
用使用料 27 27 27 0

20 05 04 01 50 06 コピー機使用料 4 4 0 4

20 05 04 01 50 07 物品等販売手数料 150 150 0 150

20 05 04 01 50 22 自動販売機設置電気料 40 40 0 40

差引一般財源 △8,445 34,785 △12,367 47,152

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 2. 市民音楽ホール一般事務費

5. 社会教育費

5. 音楽ホール費 市民音楽ホール

（佐倉市）　　

-

平成28年度 -

経常 単独 通常 0 0 43,483
平成29年度 -

平成30年度 -

平成31年度 -

平成32年度 -

諸収入 その他

8,445 0 0 8,445 △8,445

8,445 43,230 8,251 194 0 34,785

・ホール棟及び公民館棟の施設、設備、機器等の利用に ・安全で快適な芸術文化活動の場を市民に提供していき ・良好な環境を提供することにより、市民の芸術文化活

支障が生じないよう、適切な維持管理を継続して行います。 ます。 動が活性化されます。

施設、設備の老朽化に伴う故障や不具合が増加し 平成30年1月下旬からホール客席天井の改修のた 多くの市民が芸術文化活動を行うために利用する

ています。 めの休館が予定されていることから経費の見直しを図りました。 施設であることから、適正な管理、安全性の確保が求められるのに加え

、有料施設であることから快適性も求められます。

使用料及び手数料

09 164 151 13

11 17,818 20,725 △2,907

12 794 866 △72

13 21,878 25,378 △3,500

14 1,961 76 1,885

16 143 143 0

18 432 432 0

19 40 40 0

13 01 08 04 04 00 佐倉市民音楽ホール使用料 8,224 8,224 12,340 △4,116

13 01 08 04 07 00 社会教育施設占


